
借受申込書および借用証書の記入について

貸付金のご利用には一般資金貸付借受申込書（住宅資金は別様式）・借用証書・

添付書類（生活資金・災害資金は除く）が必要です。

○ 押印・捨印・収入印紙貼付等にもれのないように記入例を参考にして全てご記入ください。

○ ネーム印、スタンプインクの使用はできません。

○  �返済回数と返済月額は、各貸付金の返済月額表を参照してください。

○ 月賦とボーナス併用返済の場合は、半額ずつの返済です。
（例） �借用金額100万円の場合は、元利均等月賦返済分が50万円、半年賦元金均等返済 

分が50万円となります。

○  �返済始期、返済期限は各貸付金の返済回数によりご記入ください。
　 月 賦 返 済  …  �始期は借入れの翌月です。期限は、72回（6年）の場合、6年後の借 

入れ月です。
　 ボーナス返済 …  6月～10月の借入れの場合は始期が12月、期限が6月です。
	 11月～5月の借入れの場合は始期が6月、期限が12月です。

○  受取金融機関は、借用人名義の口座を記入してください。

○  �借用金額等を訂正するときは、誤記部分を二本線で消し、訂正箇所に証書に押した印鑑を
はっきりと押してください。

　 ナイフでの削取りや、修正液の使用、数字をなぞることのないようにしてください。

生活資金100万円借用、月賦とボーナス併用返済の場合記 入 例


